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は じ め に

ここ2､ 3年陸奥湾におけるホクテガイの天然採苗は長足の進歩をとげ､これによって得られる稚貝

の数量も莫大をものに遷しているが､天然採苗の場合には､なお採苗量の年変動を充分克服するに至っ

ておらず､ 種苗確保の面で不安定さをまぬがれをhOこの為に当所においては､昭和38年頃よbホク

テガイの人工採苗に関する研究に着手し､昭和43年度からは人工採苗施設を持 った新しいセンターが

完成したのとあいま?て､種苗生産事業に踏切った.今年度はその2年目vc当D､大量採苗を目的とし

て種苗生産事業を実施 した結果､昭和44年7月中旬現在､平均殻長約 1.3mの稚見約 21万個を採苗

する事が出来､また大量採苗を進めるVCついての幾つかの知見や問題点も見出したoその概要をここに

報告するo

報告に先立ち､ホクテガイ母月の採浦に御協力下さった下北郡川内町漁協の方々に厚く謝意を表するO

材料及び方法

1)母 見

産卵誘発､産卵抑制及び生殖巣の成熟状況調査に用いた母且は第1表の通Dである0

第1表 使 用 母 月

採 捕 漁 場 採 捕 期 間 採 輔 回 数 誘 発 回 数 母 見 総 数

年 令川 内 昭45.12.21-昭44.5.28 8 回 8 回 約

600枚 5- 6*大 湊 昭 44.2.25～昭44.2.27 2 回

1 回 約 500枚 5- 5年浦 田 昭 44.2.15･一昭44

.5.10 2 回 2 回 約 40枚 〟茂 浦 昭45.12.24-昭44.1.2

9 2 回 2 回 約200枚 2- 4年2)産卵誘発トロバコに母月を8- 12個程度収容し

､5-.6℃の海水を掛け流しておき､その後加温海水TrL切9換えて､ トロバコ内の海水温鹿が約 1.0-1.5時間内に14- 15℃になる

ように徐々に昇温させる事によb誘発させた｡3)産卵抑制コンクリートlt水槽に約70枚の母月を収容し､5-6℃に冷却したろ過

海水を掛け流し､ 1月29日よ94月18日迄行なった0



4)浮遊幼生の飼育

第2表 浮遊幼生の飼育方法

飼 育 水 槽 0.65t軟質ポ1)エチレン水槽 (内容 500L)

飼 育 密 度 560-1,560個

/A通 気 常時

重 く実施換 水 5-5

日毎に全換水サイフオンで飼育海水を抜き

､成長に従って50p-150′上目のスク1)-

yを通して､スク1)-ンに残った幼生を新しい海水を張っ

た水槽に移すo

飼 育 温 度 15±1℃餌 料 Mono
cblysislutheriChaeto

ceros calcitrans投 甲 量 細胞数

でMc:Ob-1:2の比率に混合し

たものを毎日､朝夕2回に分けて投与.飼育

開始後 5-7日目 (平均殻長 147P)まではMc換算で2,000細胞/幼生/日､一それ

以後 9-11日目 (平均穀長190p)倭では4,000細胞/幼生/日､

それ以後は6.000細脂/幼生/日としたo 飼育方法は第2表

の通Dである○浮遊幼生が付着期 (

殻長の大きさ及び眼点の出現の有無に

よb判定)に遷した頃､採苗器として

､シュロ皮､-イゼツクスフイルム､

タマネギ袋､ダイオーネット＼ネトロンネットを

二水槽内に投入した05)付

着初期稚月の飼育浮遊幼生の飼育とほ

ぼ同じ方法をと9､ 3日毎に1/2換水をし､

投餌量はMc換算で10,000-12.000

個体/稚月/ 日とした06)押出

し後の稚月の飼育付着稚貝が穀長約

1mに遷したものから順次大型のタ

マネギ袋､またはゴース (化繊で2

00p目の布地)製の袋に収容して延

縄に垂下飼育したo沖出しは4

月14日よ95月15日の期間内で7回行怒った｡中間育成濠でに3回､押出し時期別に殻長を測定し､また､歩留Dを調べ

た｡結 果1)産卵誘発および成熟状況産卵誘発および成熟状況は第3表VC､壌た川内産母月の生殖巣重量/軟体部重量

×100感の季節的変化を第1図に示した｡温度刺激に対する放卵および放精反応は､

3月中旬から下旬にかけては敏感であれ 3月28日には採卵室で常温 (6･5℃～ 7･5℃)の海水

を准け 流し飼育中の母貝からの自然産卵も認められた｡産卵誘発率は3月にはいると徐々にあが9､

3月下旬に最高と怒っている｡一方生殖巣も3月にはいって急に増重しているo この事は3月下旬近 くなると藁境条件さえ整えば､すぐにも産卵

可能を状態にをっている事を示すものと思われる｡従って､川内産の天然只を母月として採卵を

実施する事が出来るのは3月初句項からであ9､歳も適当なのは3月下旬である事がわかったが､む切恥T二項まで継続するカ堆つ

いては明らかにする事ま出来なかった.2)産卵抑制産卵抑制vcはいる時期が早過ぎた事､収容

母月数が水量に比べて多過ぎた事､飼料を与え夜かった事等の為､生殖巣は色あせ､い縮ぎみで､



第3表 産卵誘発および成熟状況

誘発番号 採 捕漁 場 採 捕 月 日 誘 発月 日 誘発率 (功 生殖巣重量軟体部重量X1(02)の当時の平均

備 考♀

a 早 a1 川 内 29/1 14/2 0J 0 22.1

21.1 50/1よb筏へ垂下2 大 湊 25/2 25/2 0 0.27.5 29.2 運搬時凍死2

9/1 (産卵抑制見)2-5月 (各誘発の残Dの母貝)3 +大

湊 2シ2 27/2 4.0 51.0 27.5 5

1.64 川 内 4/5 4/5 5.0 60.0 2

6.4 28.15 川 内 10/5 1V 5 50.7

17.6 26.5 50.96 川 内 14/5 1少′5

51.9 25.8 27.5 26.87 川 内 18/5 18/5 55.1 ll.1 29.1 27.4

8 川 内 22/5 2㌢ 5 75.0 14.5 25.1

29.59 川 内 28/5 萄/5 72.2 84.6 27.6 27.1

10 川 内 29/1 2月
～ 5月 18/4 0 0 24.7 2

8.9ll 川 内 2 - 5月 1/5 0 025.8 27.9
年 月 8 10
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3)浮遊幼生の飼育

幼生の浮上は各回とも受精後20時間位で最 も盛んに在れ 50時間前後でほとんど初期D型幼生

に在ったo

各水槽の飼育結果は第4表中通Dである0

第4表 浮遊幼生飼育状況

誘 発 水 槽 誘 発 受 精 幼生個体/水槽 殻頂膨出 膨頂膨出 付 着
付 着 ま で のか よ ● で の で の

で の 生存率と個体数番 号 番 号 月 日 月 日

幼生 個 体 /A 日 数 生 存 率 日 数▼○ 1 2㌔ 2㌔ 48万国 960個

10日 7.5% 16日 2.1啄1.0万個4 1

. ㌔ ㌔ 52 640 9 75.0 20 51.

010.02 ㌔ ㌔ 28 560 9 79.0 20 29.

0 8.05 1 1=/5 1=/5 40 800 10 89.0

19 79051.52 1=/5 1=/5 40 800

10 65.0 19 64.025.56. 1 1㌔ 1㌔

52 1,040 10 77.0 18 54.017.52
1㌔ 14/5 52 1,040 10 70.0 18 52.027

.05 1㌔ 1㌔ 50 1,000 10 80.0 -■ 水

槽パンク全強4 14/5 14/5 50 1,000 10 5

4.0 18 41.020.55 1㌔ 14/ 5 51 1,

020 10 51.0 18 54.017.56 1㌔ 14/ 5

48 980 10 60.0 18 57.027.57
1㌦ 14/5 48 980 10 55:0 18 48.

025.08 14/5 14/5 54 1,080 10
55.0



誘 発 水 槽 誘 発 受 精 幼生個体/水槽お よ び幼 生 個体/A 殻頂膨出ま で の日 数 殻頂膨出ま でpの生 存 率 付 嘉ま で の日 数 付 着 ま で の番 号 番 号 月 日 月 日

生存率と個体数7 4 1㌔ 15/5 57万個1,140個 一日 -qy7 -冒 水槽パンク全威5 1㌔ 18/5 57 1,1

40 9 45.0 16 2.lo啄1.0万個~6 1㌔ 1㌔ 50 1,000 9 55.0 16 25.0ll.

57 1㌔ てe/5 46 920 9 76.0 16

2.0 1.08 18/5 1㌔ 45 860 9 81.0 1

6 55.014.09 18/5 13/5 78 1,560

9 55.0 16 10.0 8.010 1㌔ 1㌔ 78

1,560 9 25.0 16 10.0 8.08 ー1 2

㌔ 2㌔ 50 1,000ー 9 99.0 15 16.0 8.0

2 2㌔ 2㌔ 50 1,0001 9 95.0 15 58.0

19.05 22/5 22/5 50 1,000 9 94.0

15 44.022.04 2㌔ 22

/5 50 1,000 9 70.0 15 45.022.55 22/5 22/5 50 1,000 9 59.0 1

5 ll.0 5.5計 1,424万個 571.14万個平 均
50.9万個1,018個 9.4日 59.2感 16.

9日 50.1解14.5万個縛 飼育水温 :15℃ (±1) 飼育水量 :5002

今年度は飼育水温､飼育幼生密度､幼生

1個体当Dの投餌量､餌料の種類､飼育水の水質等の飼育条件についてほとんど変化をもたせをかった

ので比較試験が出来をかったoまた飼育水槽の改良と高密度飼育方法の採用によD大量飼育への合理

化を計る必要 もあろう04)

採甫器 (コt/ククー)について採苗器は飼育水槽に対して垂直及び

水平に入れてみたが.垂直の場合は水槽の表面よ915m 位の深さ



第5表 コレクターの材質による特徴

材質項目 シ エ ロ 皮 ハイゼ ツク スフ イ ル ム タ マ ネ ギ 袋 ､ダイオーネッ ト ネトロ

ンネット作 成 作 業 手 間が か かる 簡 単 きわ めて

簡単 簡 単 簡 単附 着 状 況 最 も 良 い

普 通 普 通 普 通 普 通問題点その他 飼 育.水 の 汚染 観 察 しや すい 観 察 困 難 観 察 しや すい 観 察 困 難集中的河村着する 扱 い や す い 扱 い や す い 扱 い や す い

観 察 しや すい 附着にむらがある 押出し

換り成長良分 散 作 業 手 間 が か かる 簡 単 普

通 普 通 普 通租

分散作業 :コレクターより附着椎貝を敢りはずす作業5)付着初期稚月の飼育付着初期稚且の

成長は浮遊幼生時代に比較して数倍に運する事がわかった｡す夜わち押出し時まで1日当b平均 35

FEから45JLの伸長を示 し穀長 0.8mから1.5m程度の稚月と夜った｡一方採苗器を振動させると大量の脱落が 目立った｡この原因ははっきbつかめ

をいが､餌料不足､水質悪化 (換水期間､換水量)等によるものと思われる｡

Tiた押出し適期を適確vcつかむ事 も必要

であろう｡6)押出し後の飼育押出し後の飼育成績は第6表の通Dである07月15-18

日の中間育成に移す時点では､押出し時期のずれによる成長の差はほとんど認められず､むし

ろ後半に押出ししたものの方が順調を成長を示し平均的に大きな稚貝がみられた｡また沖出しの際の

付着稚月の脱落防止対策として､ゴース製袋VC採苗器を入れて押出ししたものもあったが､ ゴースの目 (200J

L)に浮泥がつまb水通 しも悪 く成長を阻害すると思われたので取b除いた0-万第1回目の押

出し分の中間育成に移す直前までの歩留Dは､付着寸前の残存量から起算して10藤とをb最も良かったが､その後押出しし

たものは 3.9%から4.0%台 と夜b全体の平均は 5.8多忙とどまったo押出し後の減耗

原因として今年はヒトデの食害はほとんどをか ったが､ ウミタナゴ､ カニ類､ ウミセミ類の食害が認められたoまた7月にはいって採苗器エb落下した稚貝が袋の底にたせ9､

か互にかみ合 うものもあD､ 中間育成直前では全体の約 9%が死月であったo最後に7月初旬

における陸奥湾内各地の天然採苗稚月の成長と人工採苗稚月の成長を比較 L,第7表に示 してみた｡表vc見 られ



第6表 押出後の成育状況 (採集 した稚見よb任意に100個体を選ん{･測定)

-
2
8
)-

沖出し値 誘発番号 附着直前の幼生数 6月1日測定 7月1日測定 7月 15-18日測定 中 間育 成数 量 ■LC DA(1) 8 A.(

2) 8 A(3) 81(15T4)5.4.5 76万 5.5nln 5.5pL孔 0.9nL7n 7
6,lop偵 10.0% 9.0%4.5,nn 68.7P̂B 史8m耽 176.

7P/a 10.501耽 60.Oil/a2(15(4) 6 157万 5

.0 4.8 0.5 5

5,600 4.4 12.0

4.0 8.8 9.565.2 160.0 5

1.53(2>4) 2.5 4.9 1.7 15,600 10.05.5 64.1 8.4 165.5

10.1 106.54(23(4) 2.9 5.2 1.8 22,000 7.05.9 9.1 1日.976.

5 175.5 112.55L28/4) 7 61.1万 2.7 5.2 2.1 6,000 5.9 7
.05.7 79.4. 8.9 175.5 ll.0 125.

56(㌔ ) 2.▲2 4.7 2.9 17,600 6.0
5.2 7.9 10.

571.0 155.7

161.17(㌔ ) 8*9 77万 1.6 4.5 2.9 57,000 4.8 10.02.6
7.1 10.094.1

150.0 161.1計 571.

1万 2CS,900平 均 2.6 4.9 1.8 5.8
8.85.6 8.5 10.574.1 164.8 108

.0(註) A :(1I 沖出 しか

ら6月 1日までの殻長(21 6月 1日か ら 7月1日までの殻長



第7表 陸奥湾内各地の天然採苗稚貝と人工採苗稚貝の殻長組成の比戟

項目組合名設置月日 調査月日 附着轟 1個当Dの平均重量 附着器 1個当Bの穀長別附着量 (個)2仇耽以下 2-5nln 5-10,7WL low,

犯以上 合 計蟹田町第- 4.10～ 25 7.1 1,075g 57 a(22.7) 88 感(54.0) 5

8 i(25.5) 165奥 内 4.24 7.1,4 1,000 87(22.6)

2(盟(69.6) 50(78) 585茂 浦 4.25 7.4 1,047 97

(54二2) 179(65.lo) 8(2.8) 284野 辺 地 4.24'～5.2 7.2 1,

040 520(55.9) 545(57.6) 80(8.5) 945横 浜 4.26

7.2 1.451 570(56.9) 174(26.8) 106(16.5) 650む つ

市 ー 5.5 7.2 1,227 8j5(65.1) 585(29.7) 95(7.2) 1,

289川 内 5.5-4 7.1 2,210 570(45.5) 455(55.5) 27




